






























2. 神的な 6 つのグナ 
第 2 章では、「清浄な創造」（śuddhasṛṣṭi）として、最高存在からの展開が説かれる 3。そこで、6
つのグナ（ṣāḍguṇya）が登場する。 
nistaraṅgāmṛtāmbhodhikalpaṃ ṣāḍguṇyam ujjvalam / 




ここでは、前偈（LT 2.9）においてラクシュミーとブラフマンの同一性が説かれた後、この 10 偈に
よって、そのブラフマンに 6 つのグナ（ṣāḍguṇya）が帰せられていることが分かる。このブラフマ
ンはラクシュミー・ナーラーヤナとも同一視されている 4が、おそらくそれぞれ別の在り方を表し

















て、他の 5 つよりも優位にあるように説かれる 13。 
一方、LT では、シャクティが重要なものとして説かれる。「神的な 6 つのグナ」の中にシャクテ
ィがあるが、ラクシュミーもまたシャクティと呼ばれるのである。しかし、そのため、シャクティ
にはおそらく 2 つの側面があると考えられる。ラクシュミーそのものとしてのシャクティ（宇宙の
根源力）と「神的な 6 つのグナ」の一つとしてのシャクティ（「潜在力」）である。 
2.1 神的な 6 つのグナとヴューハ神の関係 
「神的な 6 つのグナ」は、創造説においてヴューハ神と呼ばれる 4 神（あるいは 3 神）14が段階
的に顕現する 15ところで、重要な役割を担う。 
この段階的な顕現とは、ヴァースデーヴァ→サンカルシャナ→プラディユムナ→アニルッダが順
次展開することであり、その際に、それぞれ、「神的な 6 つのグナ」を全て組み合わせたものが 1
組、「神的な 6 つのグナ」が 2 つずつ組み合わさったものが 3 組となり、それぞれの神の属性として
配置される。 
それは次のように説かれる。 
tatra tadguṇayugmaṃ tu mama rūpatayocyate / 
ato jñānabale devaḥ saṃkarṣaṇa udīryate // LT 2.53 




















2.2 神的な 6 つのグナの 2 種の分類 







◎「知識」（jñāna） → 「力」（bala） 
◎「自在力」（aiśvarya） → 「勇猛さ」（vīrya） 





3. 3 つのグナから成るもの 
LT 第 3 章では、「神的な 6 つのグナ」と別のグナが現れる。それらがサットヴァ、ラジャス、タ
マスという「3 つのグナから成るもの」（traiguṇya）である。 
yathaivekṣurasaḥ svaccho guḍatvaṃ pratipadyate // LT 3.5cd 
tadvat svaccham ayaṃ jñānaṃ sattvatāṃ pratipadyate / 




ete trayo guṇāḥ śakra traiguṇyam iti śabdyate / 
rajaḥpradhānaṃ tat sṛṣṭau traiguṇyaṃ parivartate // LT 3.7 
シャクラよ。これら 3 つのグナは、3 つのグナから成るもの（traiguṇya）と呼ばれる。その 3
つのグナから成るもの（traiguṇya）は、創造において、ラジャスが第 1 のもの（優勢）となる。 
sthitau sattvapradhānaṃ tat saṃhṛtau tu tamomukham / 
ahaṃ saṃvinmayī pūrvā vyāpiny api puraṃdara // LT 3.8 
それ（3 つのグナから成るもの）は、維持において、サットヴァが第 1 のもの（優勢）に、一
方、還滅において、タマスが前面（優勢）に〔なる〕。わたしは、「知」（saṃvid）からできてい
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◎「知識」（jñāna） → サットヴァ → 維持 
◎「自在力」（aiśvarya） → ラジャス → 創造 
◎「潜在力」（śakti） → タマス  → 還滅 
また、これは第 4 章でも同じく説かれる 23。 
3 つのグナから成るものと 3 女神 
LT 第 4 章、第 5 章においては、「3 つのグナから成るもの」が創造説の中で女神と関連して説か
れる。「3 つのグナから成るもの」がそれぞれ優勢になった状態としての女神が現れ、それらは次の
ように説かれる 。 
rajaḥpradhānā tatrāhaṃ mahāśrīḥ parameśvarī / 
madīyaṃ yat tamorūpaṃ mahāmāyeti sā smṛtā // LT 5.4 






◎ラジャス性 → マハーシュリー 
◎サットヴァ性 → マハーヴィディヤー 
◎タマス性 → マハーマーヤー 
この 3 女神を統括するものとして、マハーラクシュミーが説かれる。 
anujjhitasvarūpāhaṃ madīyenālpabindunā / 
mahālakṣmīḥ samākhyātā traiguṇyaparivartinī // LT 5.3 
わたしは、不変の（減少することのない）自性を持ちつつ、自身の極微なもの 25として、マハ








5. 3 女神とヴューハ神 
上記の 3 女神は、ヴューハ神の部分と共に、男性神と女性神の組み合わせをそれぞれ顕現させる。













図表 2 LT 5：3 女神の展開 
 
マハーシュリーとプラディユムナの部分 28 
LT 5.9; 11 から類推できるように、マハーシュリーを根源とし、プラディユムナの部分から生まれ
る組み合わせが、精神性のものであり、黄金の胎児（hiraṇyagarbha）などと呼ばれるのである。根








































































6 等の説を参考にし、ヴューハ神の 6 つのグナを 3 種のグナに置き換えて、さらに、3 女神において
優勢になっているグナとの関連で考えると、それぞれに、ラジャス—ラジャス、サットヴァ—タマ
ス、タマス—サットヴァとなり、ラジャスが優位となって働いていることが分かる。 
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[Krishnamacharya 1959]。LT の翻訳としては、唯一の英訳が Gupta 氏により発表されている[Gupta 2000]。

















3 第 2 章の創造説については、拙稿[三澤 2015]第 6 章第 2 節を参照。 




6 jñānātmikā tathāhaṃtā sarvajñā sarvadarśinī / LT 2.25ab 
同様に、「わたし性」（ahaṃtā）の「知識」（jñāna）の本質は、全てを知るものであり、全てを見るもの
である。 
7 avyāhatir yad udyatyās tad aiśvaryaṃ paraṃ mama / 









ら世界のプラクリティというものに帰着するからである。」（“devyā jagatprakṛtibhāvo na svarūpataḥ, 
tathātve vikāritvaprasaṅgāt. kiṃtu svaprakārahūtacidacidātmaneti draṣṭavyam. eṣaiva hi brahmaṇo jagatprakṛtitve 
gatiḥ.” [Krishnamacharya 1959: p. 8]） 
9 sṛjantyā yac chramābhāvo mama tad balam iṣyate // LT 2.29cd 
bharaṇaṃ yac ca kāryasya balaṃ tac ca pracakṣate / 




10 vikāraviraho vīryaṃ prakṛtitve 'pi me sadā / LT 2.31ab 
わたしは世界の物質的根源（prakṛti）であるけれども、常に変異しない（変異から離れている）、〔それ
が〕「勇猛さ」（vīrya）である。 
jagadbhāve 'pi sā nāsti vikṛtir mama nityadā / 











11 sahakāryanapekṣā me sarvakāryavidhau hi yā // LT 2.33cd 
tejaḥ ṣaṣṭhaṃ guṇaṃ prāhus tam imaṃ tattvavedinaḥ / 




12 [Gupta 2000: p. 10] 
13 śeṣam aiśvaryavīryādi jñānadharmaḥ sanātanaḥ / 
aham ity āntaraṃ rūpaṃ jñānarūpam udīryate // LT 2.26 
他の「自在力」（aiśvarya）や「勇猛さ」（vīrya）などは「知識」（jñāna）の特質（属性、dharma）であり、
永遠である。「知識」（jñāna）の形態は、わたし（aham）という固有の形態であると言われている。 
aiśvarye yojayanty eke tattejas tattvakovidāḥ / 
iti pañca guṇā ete jñānasya srutayo 'malāḥ // LT 2.35 
真理を体得した者たちの一部は、その「光輝」（tejas）を「自在力」（aiśvarya）に結びつける。これら 5
つのグナ（属性）が、「知識」（jñāna）の清浄なる流出（sruti）である。 




ーンバは除外され、ヴァースデーヴァを頂点とするヴューハが形成されたという[Rastelli 2009: p. 444]。 
15 Gupta 氏はヴューハについて、「清浄なる創造と不浄なる創造の間の違いは、3 つの現象の属性、サット
ヴァ、ラジャス、タマスが、清浄なる創造において存在していないのであり、その清浄なる創造は時折
nityavibhūti と呼ばれ、反対に不浄なる創造は līlāvibhūti と名付けられる。前者は 4 つの顕現（caturmūrti
あるいは caturvyūha）から成る。これら 4 つの顕現（ヴューハ）の最初（すなわちヴァースデーヴァ）
において、属性は休止状態であり、それ故、うっすらと顕現しているのみである。顕現が進行するにつ




yena bhāvena bhavati vāsudevaḥ sanātanaḥ / 
bhavatas tasya devasya sa bhāvo 'ham itīritā // LT 2.14 
その存在するものとしての神にとって、その（神の）状態は、わたし（aham）と言われている。 
その状態によって永遠なるヴァースデーヴァが存在している。 
lakṣmīnārāyaṇākhyātam ato brahma sanātanam / 
ahamtayā samākrānto hy ahamarthaḥ prasidhyati // LT 2.16 
それ故、永遠なるブラフマンをラクシュミー・ナーラーヤナと呼ぶ。 
なぜなら、「わたし性」（ahaṃtā）によって遍満され、「わたしという実在」（ahamartha）が完成するから。 
17 vyaktajñānabalākhyāyāṃ pūrvaṃ saṃkarṣaṇātmani / 
tilakālakavat sarvo vikāro mayi tiṣṭhati // LT 2.45 








18 svayaṃ gṛhṇāmi kartṛtvam unmiṣantī tataḥ param // LT 2.46cd 
pradyumna iti mām āhuḥ sarvārthadyotanīṃ tadā / 




19 tatas tayā kriyāśaktyā labdhāveśā cikīrṣayā / 
yujyamānāniruddhākhyāṃ lambhitā tattvakovidaiḥ // LT 2.48 
それから、その活動力（kriyāśakti）によって浸透され、〔また〕活動の意欲と結びついたものがアニル
ッダという名称で真理を体得した者たちによって呼ばれる。 
20 tisro mama svabhāvākhyā vijñānaiśvaryaśaktayaḥ // LT 2.49cd 




balaṃ vīryaṃ tathā teja ity etat tu guṇatrayam // LT 2.50cd 
śramādyavadyābhāvākhyaṃ jñānāder upasarjanam / 
itthaṃ śāntoditāvasthādvayabhedajuṣo mama // LT 2.51 
他方、「力」（bala）、「勇猛さ」（vīrya）、そして「光輝」（tejas）というこの 3 つのグナ（guṇatraya）があ
る。〔それら 3 つのグナ（属性）は〕疲労などの不完全さは存在せず、知識（jñāna）などの流出（upasarjana）
である。このように、わたしにとって、平安なるものから生起した状態は 2 種の区別を持つものである。 
21 adhiṣṭhāya guṇān sṛṣṭisthitisaṃhṛtikāriṇī / 
nirguṇāpi guṇān etān adhiṣṭhāyātmavāñchayā // LT 3.9 










質）が混ざったグナから離れているという意味である」（“nirguṇāpīti. pūrvaṃ ṣāḍguṇyasyoktatvāt atra 
nirguṇapadasya sattvarajastamorūpamiśraguṇarahitety arthaḥ.” [Krishnamacharya 1959: p. 11]）と説明される。
これらはいずれもラクシュミーのことであり、本来ヴィシュヌが持つ最高神の機能がラクシュミーに帰
されているのである。 
 acicchaktir jaḍāpy evam aśuddhā pariṇāminī / 




22 svasvātantryavaśenaiva vibhāgas tatra vartate / 








vijñānaiśvaryaśaktīnām unmeṣas tv aparo ’dhunā / 
atarkyāyā mamodyatyā niyogānarhayā sadā // LT 3.4 
icchayānyat kṛtaṃ rūpam āsīj jñānādike trike / LT 3.5ab 
しかし、今、開眼（unmeṣa）は、「知識」（vijñāna ＝ jñāna）、「自在力」（aiśvarya）、「潜在力」（śakti）と
は別である。常に、推し量れない者であるわたしの自由自在な生起（創造）の意欲（icchā）によって作
られた別の形態は、「知識」（jñāna）などの 3 種の中に存在する。 
23 yat te jñānaṃ purā proktaṃ tat sattvena vivartate / 









勢なマハーヴィディヤーである。」（“atra śāntāvasthā. dvitīyaśloke uditāvasthā. tṛtīyaśloke traiguṇyāvasthā 
mahālakṣmīsamākhyā. caturthe rajaḥpradhānāvasthā mahāśrīḥ mahālakṣmyaparaparyāyā. tamaḥpradhānatayā 
pūrvādhyāyoktā mahāmāyā. pañcame pūrvādhyāyoktasattvapradhānā mahāvidyā.” [Krishnamacharya 1959: p. 
18]） 
25 LT 4.35 によると、ラクシュミーは数千万の部分から成るものとされる。 
26 不変の自性を持ちつつ、マハーラクシュミーと呼ばれることから、本質は変わらずに、転変するという
ことである 
27 LT 第 4 章によるとマハーラクシュミーとは、世界を創造する際に顕れる姿であり、3 種のグナを有する。
また、その第 4 章では、6 つのグナの内、知識（jñāna）からサットヴァが、自在力（aiśvarya）からラジ
ャスが、潜在力（śakti）からタマスが生起するとされる。また、3 種のグナがそれぞれ優勢になったも
のとして、サットヴァ性のマハーヴィディヤー、ラジャス性のマハーシュリー、タマス性のマハーマー
ヤーが、次の LT 5.4–5 において説かれ、LT 5.1 における Krishnamacharya 氏の註釈でも、ラジャス性の
マハーシュリーとマハーラクシュミーとは別の存在であると考えられている。しかし、LT 4.36 によると
創造においてはラジャスが優勢になるとされ、さらに LT 4.39 では、マハーシュリーはマハーラクシュ
ミーの異名とされる。おそらく 3 種のグナを有する女神の形態としては同性質ではあるが、その現れ方
の違いを示している者と思われる。 
28 madīyaṃ mithunaṃ yat tan mānasaṃ rucirākṛti // LT 5.6 
わたし（ラジャス性のマハーシュリー）の組み合わせというもの、それは精神性のものであり、壮麗な
る形態である。 
hiraṇyagarbhaṃ padmākṣaṃ sundaraṃ kamalāsanam / 




29 [Gupta 2000: p. 27] 
30 saṃkarṣaṇāṃśato dvandvaṃ mahāmāyāsamudbhavam / 
trinetraṃ cārusarvāṅgaṃ mānasaṃ tatra yaḥ pumān // LT 5.9 





tatra trayīśvarā bhāṣā vidyā caivākṣarā tathā // LT 5.10 









31 aniruddhāṃśasaṃbhūtaṃ mahāvidyāsamudbhavam // LT 5.11cd 
mithunaṃ mānasaṃ yat tat puruṣas tatra keśavaḥ / 
viṣṇuḥ kṛṣṇo hṛṣīkeśo vāsudevo janārdanaḥ // LT 5.12 







32 この 3 種のグナにより顕現した女神と配偶神との組み合わせに関する創造説は、『デーヴィー・マーハ
ートミヤ』の 6 篇の付随書にも説かれ、その関連性が横地氏によって指摘されている[小倉・横地 2000: 
pp. 271–272]。ただし、『デーヴィー・マーハートミヤ』と異なり、LT では、ヴューハ神との関連が明示
され、マハーラクシュミーが 3 種のグナの女神を統括する存在のごとくに言及されている。 
33 この創造・維持・破壊を司る神格が、3 種のグナと関連する例は、Maitrāyaṇīya Upaniṣad 5.2 でも同様に
見られる。 





本稿は、東洋大学「平成 28 年度井上円了記念研究助成」を受け、その成果報告として発表した。 
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